
 

 

 

 

 

自信と誇りをもってあいさつを 
校長 加藤 英教  

４月の入学式・始業式から１か月が過ぎ、気付けば木々には鮮やかな緑色の若葉が茂り、季節が夏へ確実に

進んでいることを実感します。この１か月間で、青学年の１年生は小学生から中学生に、赤学年の２年生は後

輩から先輩に、そして緑学年の３年生は中堅学年から大原中の顔になり、学習、行事や部活動と、それぞれの

新たなステージに少しずつ馴染み始めてきたことと思います。入学式と始業式でお話しした、「なりたい自

分」に近づくために、皆さんは毎日（少しずつも）頑張っていますか。私も少しずつですが頑張っています。 

 さて、この４月に大原中学校に着任して以来、先生方、保護者や地域の皆さん、そして生徒の皆さんが、

「大原中学校は素晴らしい学校です。」という言葉を、何度も耳にしています。素晴らしい学校に着任したこ

とに感謝するとともに、現状よりもさらに高みを目指すには、何から始めれば良いかと考えていました。そこ

で、今回「大原中学校の生徒全員、とても素晴らしい生徒さんたちですね。」と言われるために、あいさつの

レベルアップに取り組みたいと考えました。現状でも大変素晴らしいのですが、「全員が素晴らしいあいさ

つ」を目指したいのです。 

日程調整出来た日は、登校時に生徒昇降口や通学路に立ち、生徒の皆さんとあいさつを交わしています。ま

だあまり馴染みのない私にも、生徒の皆さんの多くは元気にあいさつを返してくれます。朝から素敵な力を分

けてもらったと感じ、とても幸せな気持ちになります。 

また、通学路で地域の方や自転車で通り過ぎる方にあいさつをして、皆さんから同じように明るくあいさつ

を返していただくと、朝から思わず笑顔になり、「今日も頑張ろう。」と思います。中には足を止めて声をか

けてくださり、「大原中学校の生徒さんは、とても良い生徒ですね。」とお褒めいただくこともあります。 

生徒の皆さんと同じく、先生方も朝の職員室で、お互い元気な声で気持ちの良いあいさつを交わしていま

す。学校を中心に、あいさつがたくさん交わされる地域は、素晴らしいです。 

ただ、あいさつに対して黙って通り過ぎてしまう生徒もいます。前の晩やその日の朝に、何かあったのか心

配になります。大原中学校の生徒の皆さんは、様々な活動に明るく真剣に取り組み、成果を上げ、多くの方々

から褒めていただいています。だからこそ、皆さんが定めた目標「宇宙征服」を目指すにあたり、まずは朝の

あいさつからレベルアップを図ってみませんか。せっかくの１日の始まりですので、「何となく返すあいさ

つ」から大原中の生徒であるという自信と誇りをもって「相手に元気をプレゼントするあいさつ」へと進化さ

せてみましょう。皆さんならできます。明るくあいさつすることで、自分の気持ちも前向き

に軽くなるはずです。大原中学校は生徒一人ひとりがあっての学びやです。まずはあいさつ

から大原中学校にふさわしい「なりたい自分」にレベルアップすることを期待しています。 

［おまけ］大型連休に関するクイズです。答えは校長室前に掲示します。時間がある時に覗

いてみてください。 

 Ｑ１ 大型連休[中にあった祝日の名称は、それぞれ何でしょうか。 

Ｑ２ 大型連休中のそれぞれの祝日が、出来た順に並べてみましょう。 

Ｑ３ 「さいたま市民の日」を祝う今年の大原中学校の給食メニューは、何だったでしょ 

  うか。 
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